
秋季年曾講演アブストラクト
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月食~侭における影の境界都と kの衡

紙tにそって γ イクロ 7;l・トメーターをト

レー スさせた光度曲線〈余分 54が)

頃らしL、ことを述べた.つレで磁波軍次 .)11弁畿一雨

氏(京大型11)から 1953年vn月26悶の皆毎月食の:(E
山天文萩・におけるお低測光のデータにもとず〈地強の

度界都の光度嬰化の;伏況(上回参!!~!)の司被告と，月食

のf官:報:rt羽;に闘するこ三の問題の論演があった.須)11
カ氏(制度観測所)は.1948年中の{III京・におけるラジ

オソ・ンデの観測資桝から，日有財大気の¥l!'im:を求め盟主紅[

bt分によって天m距離 5'ごとの天文時析を行算した
結烈を設表した.それによれば，天文胞折l土多大き〈

耳小さい年~化を示し， 年:11;.}土j と L ては 1919 年の荻

原敬認の結以とかなり一致し，夏季の怖はRadeauと

よく一致する.なおこの主I噴きイじがZ顎のー悶をなすよ

の沃の元J期悶唱念f堕化さ4ゼせi土.る ニ とによつて求めfたよ"日一-!'J算:江E佐去公~~)式た

1を乞報告しfた4ふ. 
つê"，土地1&[:鵠係のJ-，~iìiitで， まずイ会厳重E三氏(JtfJ江沢

文咲)(土，等級f副長観測によるiHリ地法として，間iJ(liし

たlilの月間版右足iこよって，(丘町'どきめようとするj也邸

宅f含む月影時セその他駄の間ifllJß年~JO)みから決定する

方法と，これを服用して従来の間百lリデータから求めた

結裂を述べた.ついで鹿瀬秀雄!:tO!iJjt~文密) (主今

までに得られた9組の等銭前1!i(&<<JlilliJのデー苦から， f:占[

々の仮定のもとに，地球の7}fJ.芭三阿世 γ と)~ のす、泊l也11三

税法rについての併を，柑ZZの力態的|鍋係を考l担して

求めた結栄，ゲ=6，777，879:t: 357(p，e，)，π=3422，584 

土0.OG4(p，e.)が得られ，→組のiUI応の制度11tMI!!而.

上の断降にして:!:7.5(p.e，)となったことを報告し，

この γの似は Jeft:reysの見解を支持するように忠わ

れると附け加えた.

このあと，天文時および時計についての次の路3抑制

があった.飯島重孝・沼野昇雨氏 〈東京天文萩)(士最

近水湾へ設置される磁歪時計の制盟主と特性試験を行っ

た結果，周波監温度係It2 x 10-γ。C，周波般電話仮置

m係政 10-~/volt であり，ぎた恨i&l楕の制御J即死がか

なり不備なのでその改良が必要なことを築指した.つ

いで官官地政司氏 〈東京天文凝〉は時刻の悶際的精密比

鞍法として， WWVH (ハワイ叡lj!!周波般電波〉の多

m反9・般をブラウン管J:で撮影し，それらの到達時間
詮の爾日肋吟各々の反射l攻の反射岡敬と，その時の電

隣府の平均光率的高さを推定する方法を説明L.これ
によれば電波仰術時聞な O，lmsまで決定できること

を述べた(?Ä1J~n民制限)，さ らに同氏から，原子時計

の振動数(ア ンモzヤ 3-3線)を.JJYを中介とし

て天文時と比較 した預Wi報告があった.矢文時として

は， FI ~1~漆燭できめた白鴎時の平均をと り，電波陣痛
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の擦に起るドップラー数J43な除くと 23，870，131.84kc 

な芝，平均(l(fk:fりられるが，!nij'iti訟の分布rlJl隙をみると

2fli'i1の併のi1l{，したものと判断されるので，統計!!tt的
に併<(:， lil2.79j:O.17kcと130.95::t:0.15kc (t、

・ずれも仁itrJpJg;l~ 90~のなる 2伺の怖が何られる1I1であ

る. この似 rlr.'f~''I' と天文時j~:: JJY 4 Mc の税収電波を

介して比較したがi月Elf-ついて，飯島・加勝重量名I'fj氏〈見f

)j(天文;~) {士，結合比較精度としてデシマルカウンタ

ーで こf:O.OOHms (1 fI刊tj'c<土0.25ms/dの歩度控化

除Hl可能)， ピートカウンタ戸で 0.0005ms (10分HiI
で土0.1ms/d椴lH可能)で，これによ り， 7Jç lr，W:.f~i 

の続期間!の箆JU)，:;:滅多にMlらないことが判明したと報

告した.ただし.JJYの秒f日蹴には版j:JJィヨl!fIの綬かな
嬰動(がjごたO.02ms)が存，(f:しているとのことである.

最後によ図，oJ、そ();(大息Iりから，時表If寺につL、て‘の二
三の論議ゥ:あって，午前の部{ま終fした

午後の音BI土地f4mf胸のIJ丹閣に脱した諸研究の渡淡か

ら責flitり，ます績RU監孝・岡崎潟市附iそく;t!U;(天文夜〉
は， 二7総における時刻税制を.7Jc，即日iiil'と比!トえして，

日53年 IVYl/.J.ら5461::lV H にわたる地球n仰i速度の
~f.N"1 ， flぇ "1とJ.'d~選!じを~f;tfÎ，ど(:;.1，こ結~・~報告した. 制度開

fじに射して(:'服部氏の制型化漁制!立を使って.Mn:Et-J. L 
ており，dT228，hinくお-1313〉+3hsin2〈氾ー103.8)

て.':;とわさÜ~:，カ " こ ~LI土 Stoyko7;;グリニジ，パリ，

ワ シン ト ンの1)<品uね十及び観測から求めた紡.!.f~ とよく

似た搬手を示している. ついで服部忠彦氏 (t4\m:~lilliI!lJ

腕)I'j:，振mの型化するチャンドラーmm坊を，普通の
調和解析にかけ，その{立中日鍵化によってf，JiJj例会決定す

る場合，求められた周期，.rどのような彩苦手が拠えられ
るかそ符!・認し 19001下川後の極主l!illiJをい〈つかの期lal

に分けて，桜IIJの礎化と河期の長さを111した末古来，そ

れらの聞の相|捕は時期によってi]t¥，"何らかの掛H二拠

紫の考えられることを述べた.極j~{動の刺羽IJ役目的と

して本年始めより到!万〈天文絡に建設された概!胃液鏡に

ついて， 関口直下特・松本淳滋0)間氏{土，その附誌を， jjj( 

翠)!， Wi.iUリ締裂など合説明した.
燃いて~属疋久・勝井繁f，fq氏{東京天文寄託・) li.本

年一月から正規制itllJIζ入った PZT の， 主と してII，~刻

観測についての精度を織討した精製を設炎した.それ

によhlあ ー・つの昆につL、て棋邸側義士22ms(これ

は測定誤診;約土10ms，採-邸・の訣Z21ご6ms等の集ま

りと考えられる).一夜て、土8m3の稼m:で，昆の天

fJ.'綴織が増、「と共iこ大d-くなる的、である. また PZT

によ るシンチ レ{ションの甑測について， 虎~・深谷

カ之助同氏(東京天文凝)(ま，連像のジグザグの絞IIJ

が41'.!'¥刃mがが税皮のものが最も期務・で， これに

周期ド.2"のものが加わっており，水銀の代りに不

問鋭をおいて観測した資籾から考えると，星像のジグ

ザグi辺助{ま土地の振動でなくシYチレー ションそのも

のでらるとした方が受賞と思われることを述べた.後

路建喜氏(純度翻測所)(土，ヌE隻潟民をとる際乾板が光

軸i乙針してきffii査でないとfFは，角距離 1-3'のスケ{

ル阜の測定値ヵ:角距離とのllJlに示す直線関係から，そ

の間斜度を求める方法を説明した.

高木建次氏(綿度問測所)は，涯の綴{切符が従来太

陽JTI心を中心としたl笠襟系について計算されている

が，これを太陽系策心を中心とした座開系をとる方が

合型H的であるとの見地から，その際の者slE依を計算し

た総栄をき受楽した.弓滋氏(純度調昔{Ij所)，ま，水深が

閤際制度観測の中:央局であった 1923.0-1935.0の期

的lにおける純度星の等級別および象節別観測制度を求

めた結巣，7Iく稼-Gaithersburg殺とUkiah-Carlofol.te-

Kitab型の2つに分れることを述べ，その患いは大祭

jik!，ぷの症によるもので，純度星の選定の際に一考書r要

することであると述べた.くこの綿演は都合により第

2日に行われました〉

つい'(l髄昆系力感捌係の講演に移り，まず高瀬文志

郎氏c:東京天文，富〉は，銀河系を正規型2密度分布をも

っ廻仰楠阻慢と鍛定して， 銀河商よの中心力を主~河中

心からの距隊の関数として求めた結果念報告した.太

陽系附近の慨'iQIJ結果から，仮定正規曲棋の常数を求め

ると ， 結来的に Oort の質設分布モデルを均らしfこ3~

になるが，それに比ベカが解析し易L、形で表わされる

のが使利である.績いて菊池定衛門氏(東北大滋)It， 

恨旦の速度分布踊般は， かなり成い純閣のデ田タから

得られたものでるる治らこれは充分小さなささ間iこ於て

も成立することを挺するとの見地から，補間随分布設

の均合をとって，この凶ill!を論摂した.鏑木政峨氏〈東

大型11)からは，ボスの GC思表中に含まれる慌星中，

鋲料金30'以内の銀河初にある 3，693倒の皐の閤肴波

動を解析して，銀河!国制および哉君主常.数，分駄補正値

を試みた結般の報告があった.

儀後{ζ成相秀一氏(股島大・理論物溜!腕究所)(士，

夜来の字宙論の量産Ol仮定可?ある物質と翻身すの一線分布
役が最近の務~究によってもはや成立たないことが明

らかになってきたので，一樹~:からのずれそもつ膨脹

宇宙論の構成を~・え， そこで線用した仮定や， それか

ら凶裂してアイyシュタインの場の方穆式をといた結

燥について時味した~穫を述べた.

第 2 B 

第2闘の議決は午前中主と して夫惣物取接関係のも
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のが行われ，先ず見{ぷ天文咲の沼氏から次のよう午節

炎汲栄治:t..Jった.

古畑正君主 ・中村強・回ïjl~'会議Jミ{主夜え:;:kt泉 5577人

~干渉 7 ィルターにより分隊し，允屯測光により総天

間il!ijをした. tt~o悦{まく16方{な)x( Gr~度〉す，なわち 96

測定を 16 分1mに完了すら iヨ助君!lJ~凝である.これを

伊豆Jlr1:i!の八僻野，北海道の女流g'Jの二勤で同11:年MIliUlJ
をしたが，これより夜光~光貯の尚さは 270km と推

定される.次iこ笛隠圃治 ，t野茂氏{土，光'ffii日以:に於て
..，. J~ チプライヤー光也行の方向iこよって測定値が嬰化

するとL寸mr.rlpositionaI effectをしらべるために，
宜磁袋内に木製の赤道儀架3認を詑lナ，その密輸な'I~'j地

の地舷叙fJ.:角及び自;df均に会わせて，允'Il1!官を!街々の方

向に廻却してill~5"Ë した. 同時に比較と してへルムホル

ツ・コイルによって地舷策会l磁力を消して測定し，間

測定1mに O ， 25~~ の，7 レセ見出した.また，光1iìT.f内

部の二ッ ケルカ;内部3磁場を持ってl.るときには，これ

， 治噛76の政経の版図となることを明らかにした.野附

骸夫 'i!.!i恵三氏{士三鷹で行っているリオ・ 7 ィルター

による紅炎;t(1J定袋i廷について組問したJ;号泣鋭の内で

リオ・フィルターは加摂されないように，7 ィールド

レンズの後Ij，コリメー担ーレ γズとカ メラνンズの

r.1I1こお(. ~区山l土 3-5 秒で行われるが， 1分にlコ

マカ~， 16mm叉は 35mmの 7 ィルム上に府民5され

る.清水一郎・馬渇膏氏{主コ U ナがli純のi日IJ光翻測で，

ラyプ侃，IJ光汁を光世測光に君主尺するため，その試作の

税制報f!?を行った， 5303.!では，その附ili:5λの7 ラ
?トな所を比較に用いる， ~子より プ 1)7:ムの万が明
るいの0(:これを{史う.また油制スベクトルと5303A

とな同fl:flこスれてシンチレーショ γをiPiすことを考え

ている.畑中武夫・末元著書三郎・土屋淳氏{主M-rcgion

について近年の材将から再抑討を加えた， J也磁主主のt憂

~jtのうち K 指数地:大きいものは 27 日周期をもつの

で，こ;il"{C大防両.上の特定のぬ所によるものと して，

M-regionとl'う仮想的鋭校を考えている. しかし，

M-regionが何であるかはまだ磁定されてい，ない. ヨ

ロヲ';!il(総については 5303λ 劫:Jl!綾に凶た日をOとし

て4A IヨlこK指皇制:長大となるという今までの結果は
ある M-regionに針して{弘、えるけれども，すべての

場合には成立しfμ、ことがわかった. しかし 10Elm 

lニK抗政の鋭小!t¥.、っ'(!も現われているよう'(‘ある.

磁場の強い!.i.¥r1iでは3日後lこK指訟のJrd、ヵ"針にな

っている!，i，{~占では6 日後に最大が現われる.HE艇との

比較からは何もいえない.畑中武夫・鈴木賞鞍・土屋

湾民{ま!1f;の年合でE震災したパース 1・の偏波間混1珍~fi/lに

ついてa'I報した， 10mのパラボラのた駄に 200Mc/s

のほ交したアンテナをおき，これらの組合ぜによって

6例の悩i皮成分{霊i在，水平，右廻り， おEり， 右
45'，左45つを同時間測するために時分制方式で電子

切換をする，200分のl砂依で金問測が出来る.悠明

iJa鋭の上にJ;\~mアンテナをお3F，パラボラで叉:fiJ貨

!ftを行った結果について述べた.赤君事賢司氏i主10mパ

ラボラをj有いてHのマイクロウ.L-7' G皮ー長 10cm)
相射合間剖IJ した.平均i~1度 230'K， 振帆:t40、K で月

同市にと もなう型化をするが， その治大(J((，土浦月よ りも

約3，5日おくれることを見IIIした.

つづいて大防彩ザの問題に入り，まず末元軍事三郎氏

OlfjjC天文系)(土 1952年2月の臼会から彩対j湿度を

決定した， Redman(土パルマー純の?ト10からn-30

までのrlJを測定 した.このrlJヵ~-nによって精話えする政

手から列{線の自己吸牧と Stark放架とを決定L..T-

6000' -10000'を得た.宮本正太郎・荒木力尽・)1'口

市Rs'事23皮牧・多国光行氏(京大 ・郡)(;古ílR~1に引初

予移:{f11i~決成長!UlfJs1の浬5命を!i'l聞した.彩!)，f苅i線i土光

球(~;!Mの彩守内における coherent scatteringによる

ものとすれ(f光競争百4:tlニ存続する7ラゥンホー7.y-
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織の影縁ない十る.この移管惨な考慮し，彩月手の物時的

問級び7ラゥ ンホー 7y-側艇をパラメ ーターと

して，彩鮮側制強Jitを滋(.この紡泉より、迦にこの数

決を初ìiElJiとして成長!tll~をかきなおしよい結巣を得

た.*元警三郎氏(東京天文書鉱)I主，ケムブリ vジ天

文凝に於¥， .，( Fabry-Perot ;1'.. タロ γを色~って太陽の

昼弘、吸収線の輸出1;を測った純米・~襲来した.分解能{土

5・105乃主 100・Cあり，吸l段線の中心強度{まう苅仰巨の

告!llliなじでQXに Allenの高mn:された依によ く一致す
る，又その総

柑;漣監が秘めcらPれる.海軍予和三郎・河..公昭氏 (波大 ・
認H)はVitens巴の太陽の努守派併のモデルをj有1..て，流

mJJ~的;こ 11il'J.の波保守論 じて， 昔~1lのエネルギーが

コロナの熱エネルギーとfTうことを明らかにした.流;
王者、衆1Mb.ら泌さ約500kmの針i7!i脚上部にあるfTfさ100
km の部分から，':fiJ~が主主'1:して彩j針の総統合つ〈り ，

彩脈上部 600()kmイなから銅製彼となり， スヒ・キ.，，_-

11.と し て削~IIJ ざ ~lt~~ .:r.. ネルギFを主主散しはじめる・ 一

柳a-・絡滋文男Jモ(見qt.大・迎H)t土モデル火当証lこ}.¥i
〈金脇充系の仰の輸出の計算で NaのDl!Dt線につい

て金泌元京のjî\:々lよ|定しi規制との比較からïk郊 -<í~l窃

比Aを決定 しi~!没!分布を悶SË した.こ こ で~.官官の弧さ

C(μ〉な純吸収によるものとして計算し，観測とのズ

レ治~~msの作~i・むの~!iiUlt~~J.lqえあ大集中0)有数軒のn:i

l変のズレに判附すると(限定してそデルの制限s分布を改

H. 1 
1是することを試みた， logA=3.8， B= ι=ー としH'-5 

て，沼瀬スペタト'ルの観測から得られた Aller.Piece

のt温度分布を0.2< Tく 2.0で僅かに尚〈することに

よって十分に C(μ〉を説明出来た.前 logA=4.1， 

B=Oのモデルについても同様の計算を行っている.

上野季失氏〈京大・恕〉は， S. Chandrasekharが cohe-

rentsca悦e討ngの場合に誼用した"pseudo-problems"
in transferをnon-coherentscatteringの場合に摘張

し，これにより貨際の娘婿tな輪言語方程式の解が終易に
なるこ とを示した.小尾イ冒掬氏(耳f大・産主義)/主従来

::1$&.1こ入れられていた通常のスピンー軌道相互作用の
他に電子相互間のスピンー軌道及びスピンースピシ相

互rpmを考慮に入れて 2p"明電子的似のイオン系列
のスペク トルを解析し，これらのエネルギーパラメー

ターを決定した.

f品:後にiWi窪啓溺R:(J1i~t大 ・潤Dt士渦~の腕の中の

磁場の方向性について，Fermi， Chandrasckhar の

H腕は磁力線の~!である "と の仮定を Schlüter & 

Biermann の現I!ぬに基~， 1詩近の銀河制法の知識より

得られる結巣から反論した.すなわち腕の中の磁場は

腕の方向I乙のびた溜朕の磁湯の集りであり，依場の腕

の方向の成分の自殺平均{ま，それにi直角な方向の成分

の自飛平均のがJ4.5 {:'fo， 磁場の溜さは ';H~ 司-6.3 ・
10-0 ，ザウス となる.
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年令都2同の午後に行われたf時:ii't夫文場および天健物地製のシ湖ボ ジウJ.のア7';7.ト?クトを，

~l4ì賞者自身にお胤ν・して欝いていただν・たものを紹介し‘たし主ナ.

• ~車 星 系 統計 の 問 題

… 石間 五郎〈東大・理，).……-・7… J

迎昆系の軌道姿紫の~.IH氏の内で，週期・離心F干'11\.9係

Jま"，:'-，.*有名モあるがI 1947勾tパリ天文型誌のR.Bonnet 

li新しい資料に拡ーいてこの閥係を再椴討した・〈ヲミ文月

綴 45~8蹴， p.118)結果としては多少の鈴維はきわ

めても遡期が長くなるにつれて離心僚が増大する傾向

は肯定出来るよう であ る.ここで使用した間弘明4の
-catalogue value の決定に際い~足の褒見・翻i.IIリ ・

軌道決定の滞段階に於て何らかの系統的挟援が介犯す

る場合には，catalogue valueそのままの分布から附

結~れた事貨はそのまま路貨を飢えるものはでない.

E. Scott は Proc.of 2 nd Berkeley Symp. of 

Math. Stat. & Prob. (1951)に於て，分光漣息につ

いて，ある軌道姿索をもった系が，あるf自の細線泌皮

を示す猟時1密度商量立を郡山い更に硯線速度概測には

正規分布に従う課震が介入するものと して，腕線速度

概測からその星が迦昆かどうかを判定する検定方法に

針する各要紫の寄拠の仕方を剖・3草している.更に速度
曲線がlE規分布}こ縫う誤差の介在によってどう興るか

を桜本質験によって調べ，遡星の虞離心構と期制l胞と

の関係官樽出している.

また ScottはAp.J. 1伺 (1949)で分光掴昆の近

星!l65 1蚊 uの分布がー織か喜子かを{院iì~é設定の方法でし

らぺ，週期，離心芸評，スベク トル型によって細分した

各グループにつし、て，ωの非一線分布7乞明らかにし

た.太陽系がill!星の策閣に射して特定な地位に立たぬ

限り観綴方向にreferしてi土かった剖が隙にある備に

ま誌るということは考えられないがら，これは遡星の大

鎖中1こ認度幽搬を現形するような原悶が~るのではな­

L、かと漁怨してレる.

: … 小惑星の要素について … ・3

一 竹内端夫〈東京天文豪〉ーー

火星と木星の聞に軌道をもって太陽の周りを廻って

いる小惑星は，軌道治市首められて守存続の付されたもの

が現在1，600体制政は無血懲戒とL、う数にのぼるも

のと思われる，従ってそのj運動の欣況も千護施別， ヌ

Iこd強韮の軌道をよくり現 しておL、て必裂に臨じその

軌道特性t郎党主主度といったf立が容易に供給されなけれ

tまならない.

それ守はそのげ.iJ11・する関象として小娘li1のもってL・

るどのような散をつかまえておいた戸いいの.(;.あろう

か.瑚惣的にはこのf立(士火のようなL、くつかの{削牛を

満たしてし・ることが憎ましいの'c;-ある.凶l九

(1) 任意のII~刻!こ裂すする佼民及び..!11m:がれ必に~jとめら

J.Lること.

m 軌道及び滋動の特性がつかみ易いこと.
(8) 夫飽力務モ泊!飾的lこ取扱 う際に似利-(3'あるニ と，

(4) 木星などの磁星がこの~íti泣に拠える彫智一脳動の

計'JJtζ仮不Ij'~あること.

匂) 離測館との比較.(O-Cうが務易lこ求められ， Uつ

ζれから元の祉の補正{置を*める操作:ー軌道改良が

簡i担であること.

現在用いられているものは所調軌道援繋と呼ばれる設

をはじめ何れも一長一短ゐるを免れない払最近の数

値計算訟の設建と特別煽動の方法の新ヱラむとにf'l~って

軌道要素のように軌道の特性に軍駄なおいたものより

もむしろ小惑星の座標を表わす際に使利々パラメータ

F 系と呼ばれる抵(M，Gらe，九，官，(，Q<tJv，.)が利用される

形勢が見られるのでこれについて比較織討を行った.

e 太陽光球の混慶分布について

…一一一…一柳樽ー〈東北大・剖〉 …..

太腸光球の?脱皮分布を正搬に知ることは，太陽耐.現

象の研究のためばかりでなく一般に昆の大叙制度分衡

についての勿1織にもなるので電磁で怠る.題常太陽の

諸制スペク・1・Jレの縁溢首長光の槻測がら光明的深さ τz

0 .'2- 1.5 の飽聞にj[る ìf!1変~決める乙とが阿みられ

ている治Lこの制験的I限度分布{ま:正に聞きがあり，同

時に鞠射平衡迫P‘紬からの傭より 100"以上の1日i泌を訴

して¥，.て，この相違の説明i玄米だ不完分でふった.昨

年頃からこの飽験的i1.l{度分布の決定のやり臨しが行わ

れて， 例えばPierce，AlIerく1952)，Peyωraux(l953) 

は赤外輔射の閥分の概測から， Michard (1953)は可

親部は Chalonge-Canavaggia，赤外部は Peyturaux

の硯測を車見合わせ， また Sykes(1953)は Abbotか

也力感の筑m臆用の場として甚だ興味が~る. 般に4古 今 Piel'ce ま~の閣制の平均他・合採り ， ・ 買に Vitense
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(1954)(;1: Abbotの問視1)伝用いたBarbier-deJagerの

且疫をf， 太陽手伝敏浩之び物)JI!常~Wiの新 Lレ依をもって訂

正して，火hの分布を求めた.これらの務給泉{ま Tの

上記純問ではおyょにilllえりの合殺を示して来た.創J:ち
今後の{庖jF.OJf((:J也を考えると 士50'の範関内でi程度分

布は決められて来たと沢えよう .他方輪車問術論の立

渇から Bobmく1954)(1吸収係数の波長による嬰化，

及び!!ltwa~\O) Blanketing炊栄1:"考えに入れて，よli1&

の級ti&.的分布;1ゴP'i;~に泣いiFiHJiを:BH論的に出して r::::::

0.2-1.5 ~飽|剥0) ?~11殺が附々相近づく可能れのあるこ

とな訴した. -)ぱ・上H千r;:;O-0.2の温度決定{土 (i)吸

牧械の中心i{jl輸出城は(ii)日食問調Ijによるほかないが

Vitense (1954) (正 (i)の刀法で.1"=0.1の 5000ラか

ら炎筒i(r::::O) il~l度-3900' へ緩急増かに下ること伝

承した.これにJi.して Khartoumに於ける日食販制

の Heyden絡の紀a初、ら I/Ú!皮を俄~:してみると T信

0.1で念に下がり，r:=:::0.08で4500'位になり，あと

は綬〈減少する Vitenseなどの結果では 4500'は

1"，，=，0.02政{主犯によ}併に官寄っていて同者の問i三可成り

大きな相i墓前isめられる.これら最上府の潟皮{ま彩持者，
!a牧線，日食荷Jl.illリの仰究によって今後明かにされるべ

合間魁であるし，また τ>0.2の温度も概測・邪論と

もー{畿の決定市i:な示すと{まL、え今後の逐次的訂正治:侠
たオLるO)"i!;j;)る，

一一 塁の内部構造における簡問題 ー

し… ー-…..m旧軍u:lJH東北大・理)……
原子綾反燃に闘する知融の組えざる改新lま，吸牧係

般の問鴎と相{突って，少くとも主系列星の内部桝法の

より粉宇野fJ:7.."問先に主線的な役割合来して来ている.

SchwarzlIchildに始ま り Harrison，Epsteinを鯉て

EタterNaur に到る同イ砲の研究{主，太陽のイ~.組成・と

をダルの決定を Hí旨す内部柿溢拍本来の様相~如寅!こ

搬現し， ~tVîE般の有無念めぐって，吸牧法則の締草野な

取怨 ， 、の必弘~な指摘するに~ら しめるi草組であり，赤

色費量1tlJ:'附するOsもerbrochの研究と太陽より明るい

3.:.~列島lこ射する欲満rO)liff~'e(まエネルギ』の湧出に崎

じて紛流殺の平f1Eを主lWし，内部梢法論と大気モデル
論との将来の融和の必裂性をJi!..ft盤的1ζ暗示する.)きUl1

に闘しては，剛i測即則j肘材

的な般t定Lg，に3衣到t目IJ脚i仰却した車附，tl均均伝初桝干究が自叡良1ま主しい.主系列

からliilJ!.~;IJへの溢化(ま;1k紫の籾竣と向胸による組成の

潟合の割合Iこイ火花する.簡問書な推定によれIt."，少〈と

'kF型より与lJtJI・1::'1当輔の泌い皐だけが亘昆への移符を

習干される't'あろうし警守派設と外婚との車且~差の出現

に始まり叡i胤繊認13どたどる;&if宗と，組成釜を外鮮に入

れた隙tf111こ従-う腕泌が一腹安常なものとして現在迄考

えられて来/.:..・最近.前者の場合，中心線の富力牧縞

を似!iをして球i伏星圃のH-R踊との比較の研究.後者に

ついては，中1If!的な組成の混合の仮定lこ碁つ、、た研究

がし‘ずれも Schwarzschildによってなされているが

¥， ，"!だ続鋭の岐を一歩も出ない現状であって特に研究

方法が問題になって来る.Parenagoと Massewitch

に似る各系列の限測放の分穎は巨星に射する例究方針

の暗示を合むばかりでなし之に基ずいたMassewitch

の家系列島の進化の研究は，従来の解締に比して，よ

り積極的に紗験務質と符合した結巣を示していて;興

味がある.

.吸牧線の散字L機構について .

日上野季夫(京大・理)…

奴牧線の形成機構中， noncoherent散飽の寄興が無

視できないことが最近次第に明になって来たe しかる

にこの場合吸収線輪廓の理論計算にはある犯の閣総が

伴っている.即ちすべての振動般についての割分方

程式を師事かねばならなL、からである.現在迄，Milne-

Eddingもonモテ・ルに於て， Sobolev， Busbridge設に

Stibbsより般需な師事が得られているに過ぎない.

noncoherent 'Il:崎lによる輯射の輪建方程式を般衡に

師事〈務は1'1'.1<離しいが， その最も有殺な方法として
" Ambarzumianの第一の方法"がある.この方法も

その鮮中， 一績の解析的機即ち“Iinearaggrega針。n"

を用いている.勿論Chandrasekharによるprinciple'

of invarianceは若千の物事助規則に基〈物想的織が

割論の中心をなしている.かように難しい線建式をと

〈時(ま，ある解析的叉{ま物理担的像ヵ:繍助として用いら

れている.

coherent散掲lの時は Ambarzumianの第一の方法

も principleof invarianceも共に同一の像lこ越さt，

従って捌散反射をした輯射強度も亦岡ーとなる.併し

noncohel'ent散蹴の時は， Chandrasekhar による散

問l場の物政的般に反するもの，削ち "di住useradiat-

ion field"は方向殺に振ji/j敏共に搬散的に反J対される

が， "reduced incident rtWiation" (t.方向のみ捌散反

射をうけると考えると，Ambarzumian流の摘散輔射

織の強度(まラプラス慢換によ‘り郎析的に守容易に得られ

る..11これに依れば，方向並;こ振政敏につき聖母線的な
散観両鍬が得られるので爾後の計算に使でt，る.Wr様
にnoncoherent散総の時!まCban也・踊ekharの散縦輔

射.場iこ重婚する物判的像はその一義的な鍛州全を失い，

上述のラプラス嬰換による別解を許すものと思われ

る.勿1命吸吹線強度としての最終解iま同一に際する.
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